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一三、　防御的経済戦の任務は敵の経済攻撃による自国の戦争経済の消耗過程の急速化を防衛
するに在りその主要努力は戦争下に於ける生産諸力の培養育成にある。之に対し戦争経
済の本来の任務は経済諸力の戦争遂行に対する集中であつて、その努力は戦時下の経済
諸力から最大戦争力を創出することにある。
　斯る区別を概念的のものとして軽視することは出来ぬ。何故ならば、この両者の努力
の方向は全戦争の経過に現実的に重大なる結果を齎すものであるからである。
即ち「経済諸力の戦争集中」は戦争力の創出を最大ならしめるものではあるが、長期消
耗戦下にあつては、特に持久力の点に於て一定の制約を受けるものであり、従つて集中
政策の一本建ては克く戦争遂行に堪へ得るものではない。之と並んで防御的経済戦の見
地より培養育成政策が採られねばならぬ。然るにこの両政策は同時的には相容れないも
のである。蓋し戦争力の見地からすれば培養育成政策は「集中」を犠牲として始めて可
能であり、而もその犠牲は一定期間後でなければプラスとな
［原文ママ］
つ現はれてこないからであ
る。
　されば長期消耗戦下に於ては戦争に決定的な時間的要素と睨み合せて両政策を統一調
和せしむべきである。戦争経済の安定条件を無視した集中政策の偏倚は長期戦下に於て
は正に当を失するものであつて、安定条件の確保の下に持久性ある戦争力を創出するこ
とが絶対的要請となる。
　是に於いて防御的経済戦は戦争経済に対しその集中政策と培養育成政策との均衡を要
求する。この要求たるや、実に戦争に対する透徹せる見透し、徹底せる政戦両略の一致、
統一ある綜合計画の下に於て、換言すれば真の総力戦体制の完整によつて始めてよく達
成し得るところのものである。
一四、　以上に依つて明らかにした如く、経済戦は戦争手段として本質上武力戦に対し従属的、
第二次的の地位を占むるものである。この関係に立つて、クラウゼウイツツの戦争即ち、
武力戦の本質を規定する三つの要素即ち目的・目標・手段を援用すれば経済戦の定義は
次の如くである。
　経済戦は武力戦に対して第二次的地位にあるから武力戦の「当面の目標」たる敵の抵
抗力を喪失せしめること従つて敵の軍事機構の破壊が、経済戦の「究極の目的」であり、
経済戦の「当面の目標」は上にも規定した通り敵の戦争経済を崩壊せしめることになく
てはならぬ。経済戦の「手段」は之も上述の如く、凡ゆる可能なる軍事的、政治的、思
想的、及経済的措置である。従つて本来の経済戦即ち狭義の経済戦を次の如く規定し得
る。
　「経済戦とは敵の戦争経済を崩壊せしめて、以て敵の軍事機構を破壊せんがために用ひ
られる一切の軍事的・政治的・思想的・及経済的措置である。」
　更に斯る経済戦に対しては自国の経済防衛のために防御的経済戦が戦はれるから之を
も含めた広義の経済戦は次の如く規定することが出来る。
　「経済戦とは戦争経済に対する攻防戦にして、之がため用ひられる一切の軍事的・政治
的・思想的及経済的措置である。」
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